




































英語版　The Sky Blue Seed Sarah Ann Nishié, ラボ教育センター　1972
3『だるまちゃんとかみなりちゃん』加古里子作絵　福音館書店　1968
英語版　It’s a Funny Funny Day, Anita Teeter, ラボ教育センター　1969
4『ぐりとぐらのおきゃくさま』中川李枝子作　山脇百合子絵　福音館書店　1966


























































































































































































































































































































































Who Lost Her Dumpling（だんごをなくしたおばあさん）の題で再話し、ちりめ
ん本にしているので明治時代と現代の絵本の比較研究も可能だ。ちりめん本で再
話された昔話は外国に類話が存在している場合もあり、留学生には親しみを持っ
て受容されるのではないかと思う。
日本人学生の工藤亜美さんが選んだのは『きょうはなんのひ？』（瀬田貞二作
林明子絵　1979年）であった。林明子の絵はあたたかみがあり、常に好感度を
持って学生に迎えられる。事実、『きょうはなんのひ？』をはじめとする林の作
品は、既に韓国語や中国語で翻訳されている。
工藤さんは｢外国の人に紹介するのだから、ただ『面白い』『かわいい』だけの
絵本ではなく、少しでも『日本らしさ』が伝わるようなものを選びたい｣と考え、
『きょうはなんのひ？』にしたという。そして、絵に見られる日本らしさ、日本
の家庭の雰囲気について、次のように記す。
まず、表紙の絵がいかにも日本的だ。おとうさんとおかあさんが座布団に座っ
てこたつに入り、おとうさんは味噌汁を啜っている。おかあさんは後ろ姿なの
で断定しかねるが、おとうさんにお茶をいれているか、そうでなくとも給仕め
いたことをしているように見える。こたつや味噌汁などの物に加えて、出勤前
の父親をエプロンを着た母親が世話をする様子は、昔ながらの日本の朝を想起
させる。また、まみこが学校へ行くときに背負っているランドセルや、居間の
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こたつの上にある箸・茶碗・急須・座布団の傍に転がっているお手玉、部屋を
区切る襖など、日本的な要素は絵からたくさん見つけることができる。
と、絵の細部に日本の生活文化が様々に描き混まれていることを指摘する。『きょ
うはなんのひ？』は子どもが大好きな両親の結婚記念日を祝うという物語であり、
国境を越えるテーマを扱う。物語の内容はわかりやすく、絵も魅力的であるうえ、
細部の描写が日本の生活文化を理解するための手がかりにみちている。
この絵本は昔話ではないが、1979年刊行であるため、現代の読者からすると
絵の中の生活風俗は古くなっている。若い日本人学生にとっても、何かはわかる
が、使ったことのない物（台所道具、黒いダイヤル式電話など）も多く描かれて
いる。この絵本は台湾と韓国で翻訳されており、数年前に授業で扱ったことが
あった。実際に授業で読んでみたところ、外国人留学生から絵の中の細かい表現
について質問があった。絵本に描かれている物について正確に説明するのは、日
本人にとってしばしば難しかったが、異文化コミュニケーションの訓練になった。
現代の日本の子どもは着物や草履などを身につけることは滅多になく、『だご
だご　ころころ』のような昔話に接した際に、絵がなければ具体的な話のイメー
ジがつかみにくくなっている。そして、私たち大人が子どもの時代に当たり前に
存在していた物もまた、急速に現代の生活から失われている。今日、絵本に描か
れた絵は、生活文化を多面的に学ぶために有益なのではないか。授業では日本の
絵本を主軸に考えているが、外国の絵本から生活文化を学ぶこともよくある。自
文化と異文化理解の教材として、絵本をより有効活用できるのではないかと考え
させられた2015年であった。
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（1）横山泰子「日本の絵本を非日本語で読む」『小金井論集』8号、2011より9,10,11号
に掲載。
（2）ちりめん本については、石澤小枝子『ちりめん本のすべて』三弥井書店、2003を
参照。
（3）なかがわちひろとコヨセ・ジュンジによる絵本『おたすけこびと』（徳間書店　2007）
は困っている人間を小人たちが重機などを使って助ける物語で、シリーズ化されて
いる。『おたすけこびと』はアメリカ、フランス、中国、台湾、続編の『おたすけ
こびとのクリスマス』はドイツ、中国、『おたすけこびとのまいごさがし』はフラ
ンス、韓国、中国で出版されている。
（4）拙稿「小人島はどこにあるのか」『文学』岩波書店、2015年 11,12月号で小人をめ
ぐる絵入り読み物についてまとめたので、参照されたい。
（5）池田美桜「明治期における『小人』の意味するところのもの」『白百合女子大学児
童文化研究センター論文集』IV 2000
（6）山田仁史｢南と北の小人伝承｣『台湾原住民研究』10号、2006
（7）旅旅台北　http://www.tabitabi-taipei.com/more/2015/0713/index.php
（8）『アジアの絵本シンポジウム　絵本は国境を越える　中国語圏の絵本の現在』大阪
国際児童文学館　2011 6ページ
（9）こびとづかんニュースhttp://kobitos.com/ja/news/index.html?id=37
（10）島村麻里『ファンシーの研究「かわいい」がヒト、モノ、カネを支配する』ネスコ、
1991 166−167ページ
（11）蘆谷蘆村『童話学十二講』言海書房　1935 第十講
（12）加子里子『絵本への道』福音館書店　1999 137ページ
（13）中国古代美術研究の杉原たく哉は、子どもに読み聞かせた加子里子の絵本『だるま
ちゃんとてんぐちゃん』『だるまちゃんとかみなりちゃん』に刺激され、天狗や雷
の図象研究をすすめ、『天狗はどこから来たか』（大修館書店　2007）を書いた。同
書「あとがき」で「だるまちゃんが「かみなりちゃん」に天空の雷世界を案内され
る。雷神は私の研究テーマのひとつで、自分なりのイメージはあった。（中略）中
国の近世の雷神が日本の烏天狗と同じ姿をしていることに思い至り、何か関係があ
るのではないかと、にわかに研究意欲がわいてきたのである」と語る。神や妖怪の
図象を研究するにあたり、絵本は研究者に様々なアイディアを与えてくれる貴重な
媒体である。
（14）藤沢衛彦『日本伝説研究4』すばる書房、1978所収
（15）http://www.rekihaku.ac.jp/up-cgi/searhrd.pl
（16）福音館書店母の友編集部編『絵本作家のアトリエ2』福音館書店　2013 102ページ
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（17）宮尾輿男編『明治期の彩色縮緬絵本　対訳日本昔噺集』全3巻　彩流社　2009
最後に今年度の受講生の名前を記す。工藤亜美、鄭香蘭、長井理沙、小林かれん、
似内絵梨、鄒梓軒、蘇元媛、袁佳、金歌、梁櫻紫、マスキオ・パオラ、鄭敬珍。
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